少年
                          壱之字  大
青々とした草がはえる丘

段ボールを片手に持ち

品定めをするように

少年はじろじろと斜面を眺めつつ
ゆっくりと丘の上を歩きまわる
太陽も中天ごろに差し掛かかっていて

きめ細やかな小麦色に染められた肌を

シャツから覗く白く滑らかな肌を

匂いたちそうにじりじりと焼いていく

それでもしかめ面をして

まだ眺めるのをやめない
少年の美しく粗雑な髪が

汗に束ねられ艶がかる程になった時
ぱさっと段ボールを丘のへりに置いた

そしてゆっくりと腰をおろす

華奢で小柄な体は

難なく中に収まった
ついっと少年は空を見上げた

抜けるような青空に
入道雲が顔をのぞかせている

夏の空だった
ズッと少年の体が傾く
きゅっと結ばれた薄紅色の口が
キッと前を見据えた黒い瞳が
速さが増し
打ちつける風が強くなるごとに
綻んで

輝く

一心に丘の上に登る少年
背中には翼が生えている

もう降りるのに躊躇はしないだろう

僕は

ドロドロに溶けたアイスを

地面に投げ捨てた
